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北
海
道
教
育
大
学
紀
要

（人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
第
五
十
一
巻

　

第
二
号

平
成
十
三
年
二
月

太
原
の
妓
女
の
詩
と
欧
陽
鱈

後

　

藤

　

秋

　

正

と
に
し
た

い
。二

拙
稿

「臨
終
詩
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
（『鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
大

修
館
書
店
、

一
九
九

一
。
そ
の
後
、
『中
国
中
世
の
哀
傷
文
学
』
研
文
出
版
、

一
九
九
八

に
収
録
）
に
お
い
て
、
唐
代
の
臨
終
詩
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
太
原

の
妓
女
の

「寄
欧
陽
篇
」
と
題
す
る
詩

（『全
唐
詩
』
巻
八
〇
二
、
『唐
詩
紀
事
』
巻
三
五
）

に
は
臨
終
詩
の
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
検
討
の
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ

い
て
は
拙
稿
の
注
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
い
た
。

１^
｝

　

こ
の
詩
に
は
、
欧
陽
倍

（七
八
九
ー
？
←

　

が
太
原
の
妓
女
と
都
で
の
再
会
を
約
し
て

別
れ
た
の
ち
、
妓
女
の
思
い
は
つ
の
っ
て
病
み
、
愛
情
の
証
の
詩
を
作
っ
て

「筆
を
折

っ
て
逝
」

っ
た
と
い
う
作
詩
の
背
景
に
ま

つ
わ
る
逸
話
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
箇
が
形
見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２^
Ｙ

の
函
を
開
く
と

「
一
た
び
働
し
て
卒
」
し
た
と
あ
る
な
ど
、
逸
話
自
体
に
創
作
的
色
彩

が
濃
い
の
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
孟
簡
の

「詠
欧
陽
行
周
事
弁
序
」
が
、
こ
と
の
経
緯
を
述

べ
、
詩
に
詠
じ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
関
連
す
る
種
々
の
資
料
を
検

討
し
、
太
原
の
妓
女
の

「詩
」
が
制
作
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ

ま
ず
叙
述
の
都
合
上
、
『全
唐
詩
』
所
載
の
当
該
作
品
の
題
辞
と
太
原
の
妓
女
の
詩
を

引
い
て
お
こ
う
。

欧
陽
鱈
遊
太
原
、
悦

一
妓
、
約
至
都
相
迎
。
別
後
妓
思
之
疾
甚
。
乃
刃
誓
作
詩
、
寄

危
、
絶
筆
而
逝
。
詩

一
首
。

欧
陽
鰭

　

太
原
に
遊
び
、

一
妓
を
悦
び
、
都
に
至
り
て
相
い
迎
え
ん
こ
と
を
約
す
。

別
後

　

妓

　

之
を
思
い
て
疾
む
こ
と
甚
し
。
乃
ち
誓
を
刃
り
詩
を
作
り
て
、
鱈
に
寄
せ
、

筆
を
絶
ち
て
逝
く
。
詩

一
首
。

目
従
別
後
減
容
光

　

別
後

　

容
光
を
減
じ
て
目
従
り

半
是
思
郎
半
恨
郎

　

半
ば
是
れ
郎
を
思
い
半
ば
郎
を
恨
む

欲
識
旧
来
雲
誓
様

旧
来
の
雲
誓
の
様
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば

　　　　　　　　　　　　　

わ
れ

為
奴
開
取
綾
金
箱

　

奴
の
為
に
開
取
せ
よ
綾
金
の
箱

詩
中
に
特
に
難
解
な
語
は
な

い
。
た
だ
、
「容
光
」
は
す
が
た
か
た
ち
の
美

し
さ
で
あ

　

３

　

１



り
、
徐
幹

「室
思
」
詩
に
、

撃
而
複
雑
的
感
情
。
宮
生
動
地
反
映
了
古
代
下
層
婦
女
的
悲
惨
命
運
和
崇
高
品
格
。

　　　

３

　　　

２

雲
誓
我
我

　

雲
誓

　

我
我
と
し
て

惰
眉
聯
娼

　

惰
眉

　

聯
嫡
た
り

と
見
え
る
の
を
典
拠
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「奴
」
は
妓
女
の
自
称
。
「綾
金

の
箱
」

正

　　

は
、
金
糸
で
飾

っ
た
、
も
し
く
は
美
し
い
彫
刻
を
施
し
た
は
こ
。
妓
女
の
愛
用
の
品
で
あ

秋

　　

る
。
転

・
結
句
は
、
痩
せ
衰
え
た
私
の
命
は
長
く
は
な

い
の
で
、
も
し
あ
な
た
が
私
の
こ

藤後

　　

と
を
覚
え
て
い
て
、
以
前
の
も
と
ど
り
の
様
子
を
知
り
た
い
と
思
う
の
な
ら
ば
、
私
の
愛

用
の
箱
を
手
に
と
っ
て
開
け
、
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
遺
髪
を
見
て
私
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
近
年
の
注
釈
書
類
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

管
見
に
入
っ
た
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
蘇
者
聡
選
注

『古
代
婦
女
詩

一
百
首
』

（岳
麓
書
社
、

一
九
八
四
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

読
完
這
首
詩
、

一
個
古
代
痴
情
女
子
的
形
象
躍
然
紙
上
。
ー

ー
別
離
、
無
疑
給
地
留

下
了
綿
綿
無
絶
期
的
思
念
和
終
身
的
遺
憾
。
在
短
短
的
四
句
詩
裏
、
作
者
那
如
泣
如
訴
、

愛
恨
交
加
的
心
声
淋
溜
尽
致
地
表
達
了
出
来
。
・ー

・這
首
絶
筆
詩
、
飽
薫
了
生
活
在
最

低
層
婦
女
的
血
和
涙
。
ー
ー
作
者
難
与
欧
陽
相
識
相
恋
、
最
終
還
是
没
有
逃
脱
那
個
社

会
帯
給
地
的
被
玩
弄
被
撫
棄
的
命
運
、
以
致
憂
惨
思
念
成
疾
、
含
恨
而
亡
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３
Ｙ

こ
の
発
言
は
、
社
会
の
最
下
層
に
位
置
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
妓
女
の
苦
痛
を
特
に

強
調
し
て
い
る
が
、
彼
女
が
恨
み
を
含
ん
で
病
死
す
る
前
の

「絶
筆
詩
」
で
あ
る
と
認
め

て
い
る
点
は
前
二
者
と
共
通
し
て
い
る
。

三

端
座
而
無
為

　

端
座
し
て
為
す
無
し

努
髭
君
容
光

　

野
鷺
た
り
君
の
容
光

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「雲
誓
」
は
雲
の
よ
う
に
高
く
結
い
あ
げ
た
も
と
ど
り
で

あ
っ
て
、
曹
植

「洛
神
賦
」
に
、

前
者
は
比
較
的
穏
当
な
指
摘
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の
詩
が
果

た
し
て

「情
に
殉
じ
た
」
妓
女
の

「崇
高
な
品
格
」
を
生
き
生
き
と
反
映
し
た

「絶
命
詩
」

で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
沈
立
東

・
葛
汝

桐
主
編

『歴
代
婦
女
詩
詞
鑑
賞
辞
典
』
（中
国
婦
女
出
版
社
、

一
九
九
二
。
こ
の
項
の
執

筆
は
陳
新
栄
）
は
、
い
っ
そ
う
踏
み
こ
ん
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

此
詩
反
映
古
代
妓
女
熱
烈
追
求
愛
情
而
不
可
得
的
痛
苦
。
末
両
句
永
訣
之
言
至
為
沈

痛
。

　

ま
た
、
張
明
葉
編
著

『中
国
歴
代
婦
女
詩
詞
選
』

（遼
寧
教
育
出
版
社
、

一
九
八
九
）

は
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

這
是

一
首
殉
情
的
絶
命
詩
、
其
中
有
思
、
有
怨
、
更
有
強
烈
的
愛
、
葱
蓄
着
十
分
真

　

欧
陽
鰭
と
太
原
の
妓
女
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
初
め
て
見
え
る
資
料
は
、
孟
簡

（？
ｉ
八

三

三

　

の

「詠
欧
陽
行
周
事
井
序
」
（『全
唐
詩
』
巻
四
七
三
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
妓
女
の

「詩
」
は
見
ら
れ
な
い
。

　

孟
簡
の
伝
は

『新
唐
書
』
巻
百
六
十
と

『旧
唐
書
』
巻
百
六
十
三
に
あ
っ
て
、
若
干
の

異
同
が
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
後
者
に
よ
れ
ば
、
孟
簡
、
字
は
幾
道
は
、
平
昌

（山
東
省
臨
邑

県
の
東
北
）
の
人
。
進
士
科
、
つ
い
で
宏
辞

〔詞
〕
科
に
登
第
、
倉
部
員
外
郎
、
司
封
郎

中
な
ど
を
経
て
、
元
和
四
年

（八
〇
九
）
に
は
諌
議
大
夫
と
な
り
、
六
年
に
は

「大
乗
本
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生
心
地
観
経
」
を
漢
訳
し
て
い
る
。
つ
い
で
常
州

（江
蘇
省
常
州
市
）
刺
史
と
な
り
、
八

年
に
は
金
紫
光
禄
大
夫
を
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
絵
事
中
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
越
州

（新
江
省
紹
興
市
）
刺
史
と
な
り
、
御
史
中
丞

・
新
東
観
察
使
を
兼
ね
て
い
る
。
そ
の
後

も
官
位
は
順
調
に
進
み
、
戸
部
侍
郎
、
裏
州

（湖
北
省
嚢
奨
市
）
刺
史

・
山
南
東
道
節
度

使
を
経
て
、
十
四
年
に
は
、
改
め
て
太
子
賓
客
を
授
け
ら
れ
、
東
都
洛
陽
に
分
司
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
十
五
年
に
穆
宗
が
即
位
す
る
と
、
吉
州
司
馬
員
外
置
同
正
員
に
姫
調
さ
れ

る
。
褒
州
刺
史
在
任
中
に
、
彼
の
意
に
従
わ
な
か
っ
た
部
下
を
土
嚢
で
圧
殺
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
収
賄
事
件
が
発
覚
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
長
慶
元
年

（八
二

一
）
に
は
大
赦
に
遇
っ
て
、
睦
州

（新
江
省
淳
安
県
）
刺
史
に
量
移
さ
れ
、
再
び
常
州
刺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４
）

史
と
な

っ
て
、
三
年
に
は
太
子
賓
客
分
司
に
復
し
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
卒
し
て
い
る
。

『旧
唐
書
』
は
孟
簡
の
性
格
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

簡
性
俊
抜
尚
義
、
早
歳
交
友
先
没
者
、
視
其
孤
、
毎
厚
於
周
愉
、
議
者
以
為
有
前
輩

風
。
然
溺
於
浮
図
之
教
、
為
儒
曹
所
詣
。

　

簡

　

性
は
俊
抜
に
し
て
義
を
尚
び
、
早
歳
に
交
友
し
て
先
に
没
せ
し
者
は
、
其
の
孤

　　　　　　　

つ
ね

を
視
れ
ば
、
毎
に
周
位
に
厚
し
、
議
す
る
者

　

以
て
前
輩
の
風
有
り
と
為
す
。
然
る
に

浮
図
の
教
え
に
溺
れ
、
儒
曹
の
詰
る
所
と
為
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
仏
教
に
過
度
に
傾
倒
し
て
い
た
も
の
の
、
知
友
の
遺
族
の
困
窮

ぶ
り
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
仁
義
に
篤

い

一
面
を
も

っ
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
が
な
ぜ
欧

陽
鰭
の
事
跡
に
関
心
を
抱
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
「詠
欧
陽
行
周
事
井
序
」
に
説
明
が

　

５^
）

あ
る
。
長
文
だ
が
、
ま
ず
こ
の
序
文
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

間
越
之
英
、
惟
欧
陽
生
。
以
能
文
擢
第
、
髪
始

一
命
。
食
大
学
之
禄
、
助
成
均
之
教
、

有
庸
績
突
。
我
唐
貞
元
年
己
卯
歳
、
曾
献
書
相
府
、
論
大
事
、
風
韻
清
雅
、
詞
旨
切
直
。

会
東
方
軍
興
、
府
県
未
暇
慰
薦
。
久
之
、
倦
済
太
原
、
還
来
帝
京
、
卒
官
霊
台
。
悲
夫
。

生
於
単
貧
、
以
同
名
故
、
心
専
勤
倹
、
不
識
声
色
。
及
薮
垂
仕
、
未
知
洞
房
繊
腰
之
為

基
惑
。
初
抵
太
原
、
居
大
将
軍
宴
。
席
上
有
妓
。
北
方
之
尤
者
。
屡
目
於
生
。
生
感
悦

之
、
留
賞
累
月
、
以
為
燕
姉
之
楽
、
尽
在
是
突
。
既
而
南
較
、
妓
請
同
行
。
生
日
、
十

目
所
視
、
不
可
不
畏
、
辞
烏
、
請
待
至
都
而
来
迎
。
許
之
。
乃
去
。
生
覚
以
窪
連
、
不

克
如
約
、
過
期
。
命
甲
遣
乗
、
密
往
迎
妓
。
妓
因
積
望
成
疾
、
不
可
為
也
。
先
死
之
夕
、

勢
其
雲
誓
、
謂
侍
児
日
、
所
歓
応
訪
我
、
当
以
誓
為
既
。
甲
至
得
之
、
以
乗
空
帰
、
授

誓
於
生
。
生
為
之
働
怨
、
渉
旬
而
生
亦
没
。
則
韓
退
之
作
何
蕃
書
、
所
謂
欧
陽
危
生
者

也
。
河
南
穆
玄
道
訪
予
、
常
歎
息
其
事
。
鳴
呼
、
鍾
愛
於
男
女
、
素
期
致
死
、
夫
亦
不

蔽
也
。
大
凡
以
断
割
、
不
為
園
色
所
渦
。
豆
若
是
乎
。
古
楽
府
詩
有
華
山
畿
、
玉
台
新

詠
有
底
江
小
吏
。
相
死
、
類
於
此
。
暇
日
偶
作
詩
、
以
継
之
云
。

　

間
越
の
英
、
惟
れ
欧
陽
生
。
文
を
能
く
す
る
を
以
て
擢
第
し
、
髪
に
始
め
て

一
命
あ

り
。
大
学
の
禄
を
食
み
、
成
均
の
教
え
を
助
け
、
庸
績
有
り
。
我
が
唐
の
目
ひ
死
の
年
己

卯
の
歳
、
曾
ね
て
書
を
相
府
に
献
じ
、
大
事
を
論
ず
る
に
、
風
韻
は
清
雅
に
し
て
、
詞

旨
は
切
直
な
り
。
会
た
ま
東
方
の
軍
興
り
、
府
県
未
だ
慰
薦
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
之
を

久
し
く
し
て
、
倦
み
て
太
原
に
瀦
び
、
帝
京
に
選
り
来
っ
て
、
官
に
霊
台
に
卒
す
。
悲

し
い
か
な
。
単
貧
に
生
ま
れ
、
名
に
荷
う
を
以
て
の
故
に
、
心
に
勤
倹
を
専
ら
に
し
て
、

声
色
を
識
ら
ず
。
弦
に
盤
仕
す
る
に
及
び
、
未
だ
洞
房
の
織
腰
の
基
惑
を
為
す
を
知
ら

　　　　　　　　　　　　

い
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

す
ぐ

ず
。
初
め
て
太
原
に
抵
り
、
大
将
軍
の
宴
に
居
る
。
席
上
に
妓
有
り
。
北
方
の
尤
れ
た

ろ
者
な
り
。
屡
し
ば
生
に
目
く
ば
せ
す
。
生

　

之
に
感
悦
し
、
留
め
賞
す
る
こ
と
累
月
、

お
も以

え
ら
く
燕
嫡
の
楽
し
み
を
為
す
は
、
尽
く
是
こ
に
在
り
と
。
既
に
し
て
南
較
せ
ん
と

し
、
妓

　

同
行
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
生
日
く
、
十
目
の
視
る
所
は
、
畏
れ
ざ
る
べ
か
ら

ず
、
烏
れ
よ
り
辞
せ
ん
、
請
う
都
に
至
り
て
来
迎
す
る
を
待
て
と
。
之
を
許
す
。
乃
ち

　　　　　　　　

つ
い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

よ

な
に
が
し

去
る
。
生

　

覚
に
蓬
連
た
ろ
を
以
て
、
克
く
約
の
如
く
せ
ず
し
て
、
期
を
過
ぐ
。
甲
に

　　　　　　

　　
　　　　　

命
じ
て
乗
を
遣
り
、
密
か
に
往
き
て
妓
を
迎
え
し
む
。
妓

　

積
望
に
因
り
て
疾
を
成
し
、

為
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
死
に
先
だ

っ
の
夕

べ
、
其
の
雲
誓
を
勢
り
、
侍
児
に
謂

い
て

　　　　　　　　

ひ
と

日
く
、
歓
ぶ
所
応
に
我
を
訪
ぬ
べ
し
、
当
に
誓
を
以
て
脱
と
為
す

べ
し
と
。
甲
至
り
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

へ

之
を
得
、
乗
を
以
て
空
し
く
帰
り
、
誓
を
生
に
授
く
。
生
之
が
為
に
働
怨
し
、
旬
を
渉

て
生
も
亦
没
す
。
則
ち
韓
退
之
の
何
蕃
の
書
を
作
る
は
、
所
謂

　

欧
陽
鱈
生
な
る
者
な



　

簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。
「己
卯
」
は
、
徳
宗
の
貞
元
十
五
年

（七
九
九
）
。
相

　　　　　

欧
陽
篇
世
居
間
越
、
目
鱈
己
上
、
皆
為
関
越
官
、
至
州
佐
県
令
者
、
累
累
有
烏
。
・１

府

（宰
相
の
役
所
）
に
献
じ
た
書
と
い
う
の
は
、
「上
鄭
相
公
書
」
（『欧
陽
行
周
文
集
』

　　　

・ム
フ
上
初
、
故
宰
相
常
衰
為
福
建
諸
州
観
察
使
、
治
其
地
。
衰
以
文
辞
進
、
有
名
於
時
、

後

　

藤

　

秋

　

正

巻
八
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宰
相
は
、
前
年
の
七
月
に
中
書
侍
郎

・
同
中
書
門
下

平
章
事
に
任
じ
ら
れ
た
鄭
余
慶

（七
四
六
ー
八
二
０
）
を
指
す
。
「東
方
の
軍
」
と
は
、

宣
武
節
度
使
の
後
任
を
め
ぐ
っ
て
沫
州

（河
南
省
開
封
市
）
で
起
こ
っ
た
混
乱
な
ど
を
指

し
て
い
る
。
「霊
台
」
は
、
学
宮
。
国
子
監
を
指
す
。
韓
愈
の

「県
斎
有
懐
」
詩
に
、

塵
珠
紫
順
春

　

塵
挨

　

紫
晒
の
春

風
雨
霊
台
夜

風
雨

　

霊
台
の
夜

と
言
う
。
「何
審
書
」
と
は
、
貞
元
十
五
年
に
書
か
れ
た
韓
愈
の

「大
学
生
同
蕃
伝
」
を

指
す
。
韓
愈
は
こ
の
中
に
、
四
門
助
教
で
あ
っ
た
欧
陽
億
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。
「華

山
畿
」
は
、
劉
宋
の
少
帝

（在
位
四
二
ニ
ー
四
二
四
）
の
頃
に
作
ら
れ
た
、
呉
歌

・
慎
悩

歌
か
ら
派
生
し
た
歌
曲
。
『楽
府
詩
集
』
巻
四
十
六
に
引
く

『古
今
楽
録
』
に
見
え
て
い

６^
）

る
。
南
徐
州
の

「
一
土
子
」
と
、
雲
陽
の
旅
舎
で
見
初
め
た
年
十
八

・
九
の
女
子
と
の
悲

恋
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
病
死
し
た

「
一
土
子
」
の
あ
と
を
追

っ
て
自
殺
し
た
女
子
の

歌
で
あ
る
。
「底
江
の
小
吏
」
は
、
『玉
台
新
詠
』
巻

一
に

「古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作
」
と
し

て
載
せ
、
『楽
府
詩
集
』
巻
七
十
三
に
は

「焦
仲
卿
妻
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
る
楽
府
。
周

知
の
よ
う
に
、
底
江
府
の
小
吏
と
妻
劉
氏
の
悲
劇
を
歌
う
。
「華
山
畿
」
の
説
話
と
同
様
、

こ
の
作
品
に
お
い
て
も
、
死
後
に
二
人
は
合
葬
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
孟
簡
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
る
欧
陽
危
の
事
跡
は
、
太
原
の
妓
女
と
の
顛
末
を
除

・ム
フ
上
初
、
故
宰
相
常
衰
為
福
建
諸
州
観
察
使
、
治
其
地
。
衰
以
文
辞
進
、
有
名
於
時
、

又
作
大
宮
、
臨
葎
其
民
。
・ー

・鰭
千
時
独
秀
出
、
衰
加
敬
愛
、
諸
生
皆
推
服
。
間
越
之

人
挙
進
士
鎌
借
始
。
建
中

・
貞
元
間
、
余
就
食
江
南
、
未
接
人
事
、
往
往
闇
危
名
間
巷

間
。
鰭
之
称
於
江
南
也
久
。
・ー

・八
年
春
、
遂
与
篇
文
辞
同
考
試
登
第
、
始
相
識
。
目

後
鰭
帰
間
中
、
余
或
在
京
師
他
処
。
・：
：
・十
五
年
冬
、
余
以
徐
州
従
事
朝
正
千
京

師
、
鱈
為
国
子
監
四
門
助
教
、
将
率
其
徒
伏
閣
下
、
挙
余
為
博
士
。
会
監
有
獄
、
不

果
上
。
観
其
心
、
有
益
於
余
、
将
忘
其
身
之
賎
而
為
之
也
。
鴫
呼
、
鰭
今
其
死
突
。
１
・

・：
危
之
事
業
文
章
、
李
朝
既
為
之
伝
、
故
作
哀
辞
、
以
僻
余
哀
、
以
伝
千
後
、
以
遺
其

父
母
而
解
其
悲
哀
、
以
卒
篤
志
云
。

　

欧
陽
危
は
世
よ
閤
越
に
居
る
、
鰭
よ
り
己
上
、
皆
な
閲
越
の
官
と
為
り
、
州
佐

・
県

令
に
至
り
し
者
、
累
累
と
し
て
荒
れ
有
り
。
：
：
：
今
上
の
初
め
、
故
の
宰
相
常
衰

　

福

建
諸
州
観
察
使
と
為
り
、
其
の
地
を
治
む
。
衰

　

文
辞
を
以
て
進
み
、
名

　

時
に
有
り
、

　　　　

な

　　　　　　　　　　　　　　　　　

の

　

ぞ

又
大
官
と
作
り
、
其
の
民
に
臨
荏
む
。
・ー

・鱈

　

時
に
独
り
秀
出
し
、
蓑

　

敬
愛
を
加

え
、
諸
生

　

皆
な
推
服
す
。
閥
越
の
人
の
進
士
に
挙
げ
ら
る
る
は
鱈
よ
り
始
ま
る
。
建

中

・
直
り
冗
の
間
、
余

　

江
南
に
就
食
し
、
未
だ
人
事
に
接
せ
ざ
る
も
、
往
往
に
し
て
鱈

の
名
を
間
巷
の
間
に
聞
け
り
。
鰭
の
江
南
に
称
せ
ら
る
る
や
久
し
。
〔貞
元
〕
八
年
春
、

遂
に
鰭
の
文
辞
と
考
試
を
同
じ
く
し
て
登
第
し
、
始
め
て
相
い
識
る
。
目
後
箇

　

間
中

に
帰
り
、
余

　

或
い
は
京
師
と
他
処
と
に
在
り
。
ー

：
十
五
年
冬
、
余

　

徐
州
従
事
を

以
て
京
師
に
朝
正
す
る
に
、
傭
は
国
子
監
四
門
助
教
為
り
、
将
に
其
の
徒
を
率
い
て
閣

下
に
伏
せ
し
め
、
余
を
挙
げ
て
博
士
と
為
さ
ん
と
す
。
会
た
ま
監
に
獄
有
り
、
上
る
を

り
。
河
南
の
穆
玄
道

　

予
を
訪
ね
、
常
に
其
の
事
を
歎
息
す
。
鳴
呼
、
鍾
愛
の
男
女
に

　　　

い
て
、
ほ
ぼ
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お
お
よ
そ

於
け
る
や
、
素
よ
り
死
に
致
る
を
期
す
る
こ
と
、
夫
れ

　

亦

　

蔽
わ
れ
ず
。
大
凡

　

断

割
す
る
を
以
て
、
麗
色
の
沼
わ
す
所
と
は
為
ら
ず
。
豊
に
是
の
若
く
な
ら
ん
や
。
古
楽

府
詩
に
華
山
畿
有
り
、
玉
台
新
詠
に
底
江
の
小
吏
有
り
。
相
い
死
す
る
こ
と
、
此
れ
に

類
た
り
。
暇
日

　

偶
た
ま
詩
を
作
り
、
以
て
之
を
継
ぐ
と
云
う
。

　

こ
こ
で
、
欧
陽
億
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
欧
陽
熔
の
死
後
に
書
か
れ
た

も
の
で
最
も
早
い
も
の
は
、
貞
元
十
六
年

（八
０
○
）
か
ら
翌
年
の
冬
の
間
に
書
か
れ
た

韓
愈
の

「欧
陽
傭
哀
辞
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
か
ら
伝
記
的
な
事
柄
を
述
べ
た
部
分
の
み

　　
　　
　

　　
　



果
た
さ
ず
。
其
の
心
を
観
る
に
、
余
を
益
せ
ん
と
す
る
有
り
て
、
将
に
其
の
身
の
膜
な

　　　

う
と
し
た
と
き
に
は
、
欧
陽
鱈
は
太
原
か
ら
戻

っ
て
国
子
監
四
門
助
教
と
な

っ
て
か
ら
、

る
を
忘
れ
て
之
を
為
さ
ん
と
す
る
な
り
。
鳴
呼
、
傭

　

今
其
れ
死
せ
り
。
・：
：
・
債
の

事
業
と
文
章
と
、
李
馴

　

既
に
之
が
為
に
伝
あ
り
、
故
に
哀
辞
を
作
り
て
、
以
て
余
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お
く

哀
し
み
を
僻
べ
、
以
て
後
に
伝
え
、
以
て
其
の
父
母
に
遣
り
て
其
の
悲
哀
を
解
き
、

以
て
鰭
の
志
を
卒
く
さ
ん
と
す
と
云
う
。

太原の妓女の詩と欧陽儒

　

常
蓑

（七
二
九

七
八
三
）
が
欧
陽
鰭
を
見
出
し
た
の
ち
、
彼
は
貞
元
八
年
、
韓
愈
と

も
に
科
挙
に
登
第
す
る
。
同
年
の
進
士
に
つ
い
て
は
、
後
周

・
王
定
保
撰

『唐
振
言
』
巻

一
の
広
文
の
条
に
、
「貞
元
八
年
、
欧
陽
鱈
第
三
人
、
李
観
第
五
人
。」
と
あ
る
ほ
か
に
、

李
経
、
催
翠
、
王
涯
、
鷹
宿
ら
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
哀
辞
に
よ
れ
ば
、

進
士
登
第
後
に
欧
陽
篇
は
い
っ
た
ん
間
中
に
帰

っ
た
と
言
う
。
そ
の
こ
と
は
彼
に
、
登
第

の
翌
年
に
書
か
れ
た

「泉
州
刺
史
席
公
宴
邑
中
赴
挙
秀
才
於
東
湖
亭
序
」
（『欧
陽
行
周
文

集
』
巻
九
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
韓
愈
は
欧
陽
鱈
が
太
原
に

赴
い
た
こ
と
に
は

一
切
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
郷
里
か
ら
再
び
北
上
し
て
、
国
子
監

四
門
助
教
に
任
官
す
る
以
前
に
太
原
に
赴
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
彼
に
は

「太
原
旅

懐
呈
蒔
十
八
侍
御
斉
十
二
奉
礼
」
（『欧
陽
行
周
文
集
』
巻
二
）
、
「初
発
太
原
途
中
寄
太
原

所
思
」
（同
）、
「和
厳
長
官
秋
日
登
太
原
龍
興
寺
閣
野
望
」
（同
）、
「陪
太
原
鄭
行
軍
中
丞

登
粉
上
閣
、
‐：
：
・弧
書
即
事
上
答
」
（同
）
、
「奉
和
太
原
鄭
中
丞
登
龍
興
寺
閣
」
（同
、
巻

一三

「太
原
和
厳
長
官
八
月
十
五
日
夜
西
山
童
子
上
方
翫
月
寄
厳
中
丞
少
ヂ
」
（同
）
な
ど

の
詩
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「初
発
太
原
途
中
寄
太
原
所
思
」
に
つ
い
て
は

の
ち
に
触
れ
た
い
。
鄭
行
軍
中
丞
と
は
、
鄭
億
の
こ
と
。
貞
元
十
二

・
三
年
頃
、
河
東
節

度
使

（治
所
は
河
南
省
太
原
市
）
の
李
説
が
病
気
に
な
る
と
行
軍
司
馬
の
彼
が
代
わ
っ
て

軍
政
を
総
べ
、
李
説
の
死
後
に
は
節
度
使
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
厳
長
官
と
は
、
厳
綬

（七
四
六
ー
八
二
二
）
の
こ
と
。
『旧
唐
書
』
巻
百
四
十
六
の
本
伝
に
よ
れ
ば
、
厳
綬
は
ま

ず
鄭
傭
の
後
任
の
行
軍
司
馬
と
な
り
、
そ
の
後
、
鄭
億
が
死
ぬ
と
、
検
校
工
部
尚
書
に
太

原
の
ヂ
と
御
史
大
夫
な
ど
を
兼
ね
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
貞
元
十
五
年
冬
、
国
子
監
四
門

助
教
で
あ
っ
た
欧
陽
鰭
が
学
生
を
引
き
連
れ
て
閣
下
に
伏
し
、
韓
愈
を
博
士
に
推
薦
し
よ

そ
れ
ほ
ど
の
時
間
は
経

っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
哀
辞
が
、
欧
陽
篇
の

死
因
、
あ
る
い
は
死
に
至

っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
留

意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
韓
愈
の
言
っ
て
い
る
、
欧
陽
鱈
以
前
に
間
の
地
が
科
挙
登
第

者
を
出
し
て
い
な
い
と
い
う
記
述
は
、
神
龍
二
年

（七
〇
六
）
に
登
第
し
た
蒔
令
之
と
貞

元
七
年

（七
九
一）
に
登
第
し
た
林
藻
の
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
す
で
に

『登
科
記
考
』
や
馬
其
艇

・
馬
茂
元

『韓
昌
繋
文
集
校
注
』
（上

海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
）
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貞
元
十
四
年
の
進
士

で
あ
る
李
翻

（七
七
ニ
ー
八
四

一
）
が
書
い
た
と
い
う

「伝
」
は
、
現
存
し
て
い
な
い
。

　

つ
い
で
、
欧
陽
鱈
の
伝
記
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
李
蛤
孫

「故
四
門
助
教
欧

陽
鱈
文
集
序
」
（『全
唐
文
』
巻
五
四
四
）
で
あ
る
。
李
胎
孫
の
名
は
新

・
旧

『唐
書
』
、

『元
和
姓
纂
』
、
『登
科
記
考
』
な
ど
に
は
見
え
て
お
ら
ず
、
こ
の

「文
集
序
」
と
会
昌
五

年

（八
四
五
）
に
書
か
れ
た

「萎
州
都
督
府
記
」
の
み
が

『全
唐
文
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
『全
唐
文
』
の
小
伝
は
彼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

姶
孫
、
貞
元
時
、
官
募
州
刺
史
、
累
擢
至
諌
議
大
夫
、
充
宏
文
館
学
士
、
出
為
福
建

都
団
練
観
察
処
置
使
兼
御
史
中
丞
。

　

蛤
孫
は
、
貞
元
の
時
、
官
は
葬
州
刺
史
、
累
擢
せ
ら
れ
て
諌
議
大
夫
に
至
り
、
宏
文

館
学
士
に
充
て
ら
れ
、
出
で
て
福
建
都
団
練
観
察
処
置
使
兼
御
史
中
丞
と
為
る
。

　

「文
集
序
」
の
前
半
部
分
は
、
「欧
陽
鰭
哀
辞
」
よ
り
も
詳
細
だ
が
内
容
は
ほ
ぼ
重
な

る
。
『欧
陽
行
周
文
集
』
（四
部
叢
刊
）
に
よ
っ
て
、
後
半
部
分
を
引
い
て
お
こ
う
。
こ
の

文
章
は

『唐
詩
紀
事
』
の
欧
陽
鱈
の
条
の
出
典
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

君
之
文
新
無
所
襲
、
才
未
嘗
困
。
精
於
理
、
故
言
多
周
詳
、
切
於
情
、
故
叙
事
重
複
。

宜
其
司
当
代
文
柄
、
以
変
風
雅
、

一
命
而
卒
、
天
其
絶
邪
。
：
：
：
予
沖
幼
之
歳
、
即
拝

君
於
外
家
之
門
。
大
和
中
、
予
為
福
建
団
練
副
使
日
、
其
子
価
自
南
安
抵
福
州
、
進
君
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之
旧
文
共
十
編
首
尾
凡
若
干
首
、
泣
拝
請
序
。
予
諾
、
其
命
突
。
而
詞
覚
未
就
。
価
微

有
文
、
又
早
死
。
大
中
六
年
、
予
又
為
観
察
使
、
令
訪
其
喬
、
因
獲
其
孫
日
潔
、
不
可

使
欧
陽
氏
之
文
遂
絶
其
所
伝
也
。
為
題
其
序
亦
以
卒
後
嗣
之
願
云
。

君
の
文
は
新
た
に
し
て
襲
う
所
無
く
、
才

　

未
だ
嘗
て
困
し
ま
ず
。
理
に
精
な
り
、

故
に
言
は
多
く
周
詳
す
、
情
に
切
な
り
、
故
に
叙
事
は
重
複
す
。
宜
し
く
其
れ
当
代
の

文
柄
を
司
り
、
以
て
風
雅
を
変
ず
べ
き
に
、
一
命
あ
り
て
卒
す
、
天

　

其
れ
絶
て
る
か
。

・：
：
・予

　

沖
幼
の
歳
、
即
ち
君
を
外
家
の
門
に
拝
す
。
大
和

（八
二
七
ー
八
三
五
）
中
、

予

　

福
建
団
練
副
使
と
為
り
し
日
、
其
の
子
の
価

　

南
安
よ
り
福
州
に
抵
り
、
君
の
旧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う
べ
な

文
共
に
十
編

・
首
尾
凡
そ
若
干
首
を
進
め
、
泣
拝
し
て
序
を
請
う
。
予
の
諾
う
は
、
其

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な

　　　　　　　　　　　　

す
こ

れ
命
な
り
。
而
る
に
詞
は
覚
に
未
だ
就
ら
ず
。
価

　

微
し
く
文
有
る
も
、
又

　

早
に
死

せ
り
。
大
中
六
年

（八
五
二
）
、
予

　

又

　

観
察
使
と
為
り
、
其
の
喬
を
訪
ね
し
め
、

因
り
て
其
の
孫
の
潔
と
日
う
を
獲
た
り
、
欧
陽
氏
の
文
を
し
て
遂
に
其
の
伝
わ
る
所
を

絶
え
し
む
る
べ
か
ら
ず
。
為
に
其
の
序
を
題
し
て
亦

　

以
て
後
嗣
の
願
い
を
卒
げ
ん
と

云
う
。

　

こ
の
序
文
も
欧
陽
賃
の
死
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
李
酷
孫
が
欧
陽
鱈
の
子
の
価
に
聞

い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
の

「後
嗣
」
た
ち
に
配
慮

し
た
た
め
か
、
ま

っ
た
く
触
れ
て

い
な

い
。
ま
た
、
欧
陽
傭
は
、
正
史

に
お

い
て
は
、

『旧
唐
書
』
に
伝
は
な
く
、
『新
唐
書
』
巻
二
百
三
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

後

　

藤

　

秋

　

正

　

欧
陽
鰭
字
行
周
、
泉
州
晋
江
人
。
其
先
皆
為
本
州
州
佐

・
県
令
。
間
越
地
肥
街
、
有

山
泉
禽
魚
、
難
能
通
文
書
吏
事
、
不
肯
北
宙
。
及
常
衰
罷
宰
相
為
観
察
使
、
始
択
県
郷

秀
民
能
文
辞
者
、
与
為
賓
主
鈎
礼
、
観
涛
饗
集
必
与
、
里
人
形
耀
、
故
其
俗
梢
相
勧
仕
。

初
、
危
与
羅
山
甫
同
隠
橋
湖
、
往
見
衰
、
衰
奇
之
。
辞
帰
、
没
舟
飲
鏡
。
挙
進
士
、
与

韓
愈

・
李
観

・
李
経

・
荏
掌

・
王
涯

・
鷹
宿

・
嘆
承
宣
聯
第
、
皆
天
下
選
、
時
称
竜
虎

樗
。
間
人
第
進
士
、
自
修
始
。

　

鱈
事
父
母
孝
、
与
朋
友
信
義
。
其
文
章
切
深
、
回
復
明
繕
。
与
愈
友
善
。
鰭
先
為
国

子
監
四
門
助
教
、
率
其
徒
伏
閣
下
、
挙
愈
博
士
。
卒
、
年
四
十
余
。
荏
掌
実
之
甚
、
愈

為
傭
哀
辞
、
自
書
以
遺
翠
。
初
、
徐
晦
挙
進
士
不
中
、
鰭
数
称
之
、
明
年
高
第
、
仕
為

福
建
観
察
使
。
語
及
鱈
、
必
流
沸
。

　

欧
陽
億

　

字
は
行
周
、
泉
州
晋
江
の
人
。
其
の
先
は
皆
な
本
州
の
州
佐

・
県
令
と
為

る
。
間
越
は
地

　

肥
衛
に
し
て
、
山
泉

・
禽
魚
有
り
、
能
く
文
書

・
吏
事
に
通
ず
と
難

も
、
肯
て
北
に
富
せ
ず
。
常
衰
の
宰
相
を
罷
め
て
観
察
使
と
為
る
に
及
ん
で
、
始
め
て

県
郷
の
秀
民
の
文
辞
を
能
く
す
る
者
を
択
び
、
与
に
賓
主
の
釣
礼
を
為
し
、
観
漉

・
饗

集
に
は
必
ず
与
に
す
、
里
人

　

移
耀
し
、
故
に
其
の
俗

　

梢
く
相
い
勧
仕
す
。
初
め
、

　　　　　　　　　

と
も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ま
み

傭

　

羅
山
甫
と
同
に
播
湖
に
隠
れ
、
往
き
て
衰
に
見
ゆ
、
衰

　

之
を
奇
と
す
。
辞
し
て

帰
ら
ん
と
す
る
に
、
舟
を
活
べ
て
飲
鏡
す
。
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
韓
愈

・
李
観

・
李
縫

・
磯
翠

・
王
涯

・
鷹
宿

・
嘆
承
宣
と
聯
な
り
第
す
る
は
、
皆
な
天
下
の
選
な
り
、
時
に

竜
虎
の
樗
と
称
す
。
関
人
の
進
士
に
第
す
る
は
、
鱈
よ
り
始
ま
る
。

　　　　　　　　　

つ
か

鱈

　

父
母
に
事
え
て
孝
に
、
朋
友
と
与
に
し
て
信
義
あ
り
。
其
の
文
章
は
切
深
に
し

て
、
回
復
す
る
に
明
揺
あ
り
。
愈
と
友
善
た
り
。

鰭

先
に
国
子
監
四
門
助
教
と
為
り
、

其
の
徒
を
率
い
て
閣
下
に
伏
し
、
愈
を
博
士
に
挙
げ
ん
と
す
。
卒
す
る
に
、
年
四
十
余
。

桜
掌

　

之
を
実
す
る
こ
と
甚
し
、
愈

　

鱈
の
哀
辞
を
為
り
、
自
ら
書
し
て
以
て
撃
に
遣

る
。
初
め
、
徐
晦
は
進
士
に
挙
げ
ら
る
る
も
中
た
ら
ず
、
箇

　

数
し
ば
之
を
称
え
、
明

年

　

高
第
し
、
仕
え
て
福
建
観
察
使
と
為
る
。
語

　

傭
に
及
べ
ば
、
必
ず
流
沸
す
。

屈
守
元

・
常
思
春
主
編

『韓
愈
全
集
校
注
』
（四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
に
引

か
れ
る
陳
景
雲
の
注
が
、
韓
愈

「欧
陽
傭
哀
辞
」
に
つ
い
て
、

　

李
習
之
作
篇
伝
、
欧
公
云
、
己
迄
、
而
新
史
所
載
事
述
、
有
出
於
哀
辞
外
者
、
蓋
宋

子
京
好
採
振
小
説
故
也
。

　

李
習
之

〔李
鞭
〕
の
債
の
伝
を
作
る
は
、
欧
公
云
う
、
己
に
逸
す
と
、
而
る
に
新
史

の
載
す
る
所
の
事
述
は
、
哀
辞
よ
り
出
づ
る
外
の
者
有
る
は
、
蓋
し
宋
子
京

〔宋
祁
〕

好
ん
で
小
説
を
採
振
す
る
が
故
な
り
。



と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『新
唐
書
』
の
記
述
が
、
韓
愈
の
哀
辞
と
、
引
用
は
し
な
か

っ
た
が
同
じ
く
彼
の

「題
哀
辞
後
」
、
及
び
孟
簡
の
序
文
の
範
囲
を
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な

い
か
、
む
し
ろ
よ
り
簡
潔
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

次
に
か
な
り
の
長
篇
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
孟
簡
が
欧
陽
億
と
太
原
の
妓
女
の
死
に
触
発

さ
れ
、
「華
山
畿
」
と

「古
詩
為
焦
仲
卿
妻
作
」
を
継
承
し
て
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
作

品
を
読
ん
で
お
こ
う
。

太原の妓女の詩と欧陽鰭

有
客
西
北
逐

駆
馬
次
太
原

太
原
有
佳
人

神
艶
照
行
雲

座
上
転
横
波

流
光
注
夫
君

夫
君
意
蕩
湊

即
日
相
交
歓

定
情
非

一
詞

結
念
誓
青
山

生
死
不
変
易

中
誠
無
間
言

此
為
大
学
徒

彼
属
北
府
官

中
夜
欲
相
従

厳
城
限
軍
門

白
日
欲
同
居

君
畏
仁
人
間

忽
如
瞳
頭
水

坐
作
東
西
分

驚
離
腸
千
結

滴
涙
眼
双
昏

本
達
京
師
週

つ
い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な

坐
に
東
西
の
分
か
れ
を
作
す

わ
か離

れ
に
驚
い
て
腸
は
千
結
し

涙
を
滴
ら
せ
て
眼
は
双
つ
な
が
ら
昏
し

本
よ
り
京
師
に
達
し
て
選
る
と

賀
期
相
追
撃

　

賀
び
て
相
い
追
撃
す
る
を
期
す

宿
約
始
爺
阻

彼
憂
既
纏
綿

高
誓
若
黄
畷

危
費
如
玉
蝉

繊
手
目
整
理

勢
刀
断
其
根

柔
情
託
侍
児

為
我
遺
所
歓

所
歓
使
者
来

侍
児
因
復
前

技
涙
取
遺
寄

深
誠
祈
為
伝

封
来
贈
君
子

願
言
慰
窮
泉

使
者
週
復
命

遅
遅
蓄
悲
酸

篇
生
喜
言
旋

倒
履
走
迎
門

長
脆
聴
未
畢

驚
傷
沸
漣
漣

不
飲
亦
不
食

哀
心
百
千
端

は
し

客
有
り
西
北
に
逐
り

馬
を
駆
り
て
太
原
に
次
る

太
原
に
佳
人
有
り

神
艶

　

行
雲
を
照
ら
し

座
上

　

横
波
を
転
ず

流
光

　

夫
君
に
注
ぎ

夫
君

　

意

　

蕩
涜
す

即
日

　

相
い
交
歓
し

情
を
定
む
る
こ
と

一
詞
に
非
ず

結
念
し
て
青
山
を
誓
う

生
死
に
も
変
易
せ
ず

中
誠

　

間
言
無
し

此
れ
大
学
の
徒
為
り

彼

　

北
府
の
官
に
属
す

中
夜

　

相
い
従
わ
ん
と
欲
す
る
も

厳
城

軍
門
に
限
ら
る

白
日

　

同
に
居
ら
ん
と
欲
す
る
も

君
は
仁
人
の
間
る
を
畏
る

忽
ち
瞳
頭
の
水
の
如
く

宿
約

始
め
て
添
阻
し

彼
の
憂
い
既
に
纏
綿
た
り

高
誓
は
黄
耀
の
若
く

危
費
は
玉
蝉
の
如
し

繊
手
も
て
自
ら
整
理
し

勢
刀
も
て
其
の
根
を
断
つ

柔
情

　

侍
児
に
託
し

　　　　　　　　　

ひ
と

我
が
為
に
歓
ぶ
所
に
遣
ら
ん
と
す

歓
ぶ
所
の
使
者
来
り

　　　　　　　　　　　　　

す
ず

侍
児

　

因
り
て
復
た
前
む

　　　

ぬ
ぐ

涙
を
救
い
て
遺
寄
を
取
り

深
誠

為
に
伝
わ
ら
ん
こ
と
を
祈
る

封
じ
来
っ
て
君
子
に
贈
る

願
わ
く
ば
言
に
窮
泉
を
慰
め
ん

使
者

廻
り
て
復
命
し

遅
遅
と
し
て
悲
酸
を
蓄
う

鱈
生

　

言
に
旋
る
を
喜
び

く、つ履
を
倒
に
し
て
走
り
て
門
に
迎
う

長
脆
し
て
聴
く
こ
と
未
だ
畢
わ
ら
ざ
る
に

驚
き
傷
み
て
沸
漣
漣
た
り

飲
ま
ず
亦
食
ら
わ
ず

哀
心

　

百
千
端
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襟
情

一
夕
空

　

襟
情

　

一
夕
に
空
し

．

清
爽
旦
日
残

清
爽

　

旦
日
に
残
わ
る

哀
哉
浩
然
気

哀
し
い
か
な
浩
然
の
気

潰
散
帰
化
元

　

潰
散
し
て
化
元
に
帰
す

短
生
難
別
離

　

短
生

　

別
離
す
と
難
も

長
夜
無
阻
難

　

長
夜

　

阻
難
無
し

　　　　　　　　　　　　　

つ
い

双
魂
終
会
合

　

双
魂

　

終
に
会
合
し

両
剣
遂
腕
蝿

　

両
剣

遂
に
腕
蝿
た
り

　　　　　　　　　　　　　　

つ
と

丈
夫
早
通
脱

丈
夫
は
早
に
通
脱
な
り

　　　　　　　　　　　　　　

い
ず
く

巧
笑
安
能
干

　

巧
笑
も
安
ん
ぞ
能
く
干
さ
ん

防
身
本
苦
節

　

身
を
防
る
は
本
よ
り
苦
節

健
路
圏
福
州
、
観
察
使
草
蟻
戦
不
勝
、
棄
城
遁
、
賊
入
之
、
焚
室
底
、
殺
人
如
薮
。

過
崇
文
館
校
書
郎
黄
瑛
家
、
令
日
、
此
儒
者
、
滅
矩
弗
焚
。

健
路
し
て
福
州
を
囲
む
、
観
察
使
章
軸

　

戦
い
て
勝
た
ず
、
城
を
棄
て
て
遁
げ
、
賊

之
に
入
る
、
室
底
を
焚
き
、
人
を
殺
す
こ
と
薮
の
如
し
。
崇
文
館
校
書
郎
黄
瑛
の
家
を

過
ぐ
る
に
、
令
し
て
日
く
、
此
れ
儒
者
な
り
、
煩
を
滅
し
て
焚
か
ざ
れ
と
。

　　　　　　　　　

ゆ

一
去
何
由
還

　

一
た
び
去
き
て
何
に
由
り
て
か
還
ら
ん

正

　　　

後
生
莫
沈
迷

　

後
生

　

沈
迷
す
る
こ
と
莫
か
れ

秋

　　　

沈
迷
喪
其
真

　

沈
迷
す
れ
ば
其
の
真
を
喪
わ
ん

藤後

　

こ
の
詩
が
欧
陽
篤

「初
発
太
原
途
中
寄
太
原
所
思
」
詩
を
発
想
の
契
機
と
し
て
い
る
こ

と
は
間
違

い
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
記
事
か
ら
、
黄
瑛
が
福
州
の
人
で
あ
っ
た
こ
と

（『全
唐
文
』
の
小
伝
は
、
間
県

の
人
と
す
る
）
と
、
崇
文
館
校
書
郎
で
あ

っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

「儒
者
」
と
し
て
尊
崇

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
『登
科
記
考
』
巻
二
十
四
に
よ
れ
ば
、
彼
が
進

士
に
登
第
し
た
の
は
、
昭
宗
の
大
順
二
年

（八
九

一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
は
詩
は
残

ら
な
い
が
、
「欧
陽
行
周
伝
」
の
ほ
か
、
同
じ
く

『全
唐
文
』
巻
八
百
十
七
に
、
「林
孝
子

伝
」
と

「王
郎
中
伝
」
が
、
『唐
文
拾
遺
』
巻
三
十
三
に
、
「観
察
使
検
校
司
徒
兼
御
史
大

夫
陳
巌
墓
誌
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
黄
瑛
の

「欧
陽
行
周
伝
」
を
見
よ
う
。
こ
の
文
章
は
、
『全
唐
文
』
に
見
え
る

も
の
と
、
『太
平
広
記
』
巻
二
百
七
十
四
、
情
感
の
部
に
、
『関
川
名
士
伝
』
を
出
典
と
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７
｝

て
引
か
れ
る
も
の
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
こ
こ
は

『太
平
広
記
』
か
ら
引
用
す
る
。

四

　

次
に
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
黄
撲
の

「欧
陽
行
周
伝
」
（『全
唐
文
』
巻
八

一
七
）

で
あ
る
。
黄
撲
の
単
独
の
伝
は
新

・
旧

『唐
書
』
に
は
な
く
、
『新
唐
書
』
巻
五
十
八
、

芸
文
志
二
に

「関
川
名
士
伝

一
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
、
「字
紹
山
、
大
順
中
進
士
第
。」
と

あ
り
、
同
じ
く
巻
六
十
、
芸
文
志
四
に
は
、
『霧
居
士
』
な
る
著
述

「十
巻
」
が
著
録
さ

れ
る
ほ
か
、
同
じ
く

『新
唐
書
』
巻
二
百
二
十
五
下
、
黄
巣
伝
に
、
乾
符
六
年

（八
七
八
）
、

黄
巣
の
軍
が
広
州
に
侵
攻
す
る
途
次
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
の
み

で
あ
る
。

　

欧
陽
篇
字
行
周
、
泉
州
晋
江
人
。
弱
冠
能
属
文
、
天
縦
浩
汗
。
貞
元
年
、
登
進
士
第
。

畢
関
試
、
薄
遊
太
原
、
於
楽
籍
中
、
因
有
所
悦
、
情
甚
相
得
。
及
帰
、
乃
与
之
盟
日
、

至
都
、
当
相
迎
耳
。
即
綴
泣
而
別
。
俳
贈
之
詩
日
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

っ
１づ

　

欧
陽
鰭

　

字
は
行
周
、
泉
州
晋
江
の
人
。
弱
冠
に
し
て
能
く
文
を
属
り
、
天
縦

・
浩

汗
な
り
。
貞
元
の
年
、
進
士
の
第
に
登
る
。
関
試
を
畢
え
て
、
太
原
に
薄
遊
し
、
楽
籍

の
中
に
、
因
り
て
悦
ぶ
所
有
り
、
情

　

甚
だ
相
い
得
た
り
。
帰
ら
ん
と
す
る
に
及
び
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な
み
だ

乃
ち
之
と
盟
い
て
日
く
、
都
に
至
り
て
、
当
に
相
い
迎
う
べ
き
の
み
と
。
即
ち
泣
を
濯

ぎ
て
別
る
。
俳
ち
之
に
詩
を
贈
り
て
日
く
、

駆
馬
漸
覚
遠

　

馬
を
駆
り
て
漸
く
遠
き
を
覚
ゆ



週
頭
長
路
塵

　

頭
を
廻
ら
す
長
路
の
塵

高
城
己
不
見

　

高
城

　

巳
に
見
え
ず

況
復
城
中
人

　

況
や
復
た
城
中
の
人
を
や

去
意
既
未
甘

　

去
る
も
の
の
意
は
既
に
未
だ
甘
ん
ぜ
ず

居
情
諒
多
辛

　

居
る
も
の
の
情
は
諒
に
辛
き
こ
と
多
か
ら
ん

五
原
東
北
晋

　

五
原

　

東
北
の
晋

千
里
西
南
秦

千
里

　

西
南
の
秦

一
層
不
出
門

　

一
層

　

門
を
出
で
ず

親
車
無
停
輪

　

親
車

　

輪
を
停
む
る
無
し

流
体
与
繋
鞄

　

流
棒
と
繋
鞄
と

早
晩
期
相
親

　

早
晩

　

相
い
親
し
む
こ
と
を
期
せ
ん
や

見
、

一
た
び
働
し
て
卒
す
。
故
に
孟
簡

　

詩
を
賦
し
て
之
を
果
す
。
序
に
日
く
、
：
：
：

詩と欧陽蝕

前
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
に
引
か
れ
る
詩
は
、
『欧
陽
行
周
文
集
』
巻
二
に
、
「初
発
太
原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（８
）

途
中
寄
太
原
所
思
」
と
し
て
見
え
る
も
の
で
あ
り
、

一
部
こ
れ
に
よ

っ
て
改
め
た
。
こ
の

詩
が
、
そ
の
後
の
展
開
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「欧
陽
行

周
伝
」
の
後
半
を
見
て
い
こ
う
。

　

尋
除
国
子
四
門
助
教
、
住
京
。
籍
中
者
思
之
不
己
。
経
年
得
疾
且
甚
。
乃
危
粧
引
誓
、

刃
而
厘
之
、
顧
謂
女
弟
日
、
吾
其
死
突
。
荷
欧
陽
生
使
至
、
可
以
是
為
信
。
又
遺
之
詩

日
、
・１
１
。
絶
筆
而
逝
。
及
億
使
至
、
女
弟
如
言
。
径
持
帰
京
、
具
白
其
事
。
鱈
啓
函

間
之
、
又
見
其
詩
、

一
働
而
卒
。
故
孟
簡
賦
詩
実
之
。
序
日
。
・：
：
・

尋
い
で
国
子
四
門
助
数
に
除
せ
ら
れ
、
京
に
住
ま
る
。
籍
中
の
者

　

之
を
思
い
て
己

ま
ず
。
年
を
経
て
疾
を
得
て
且
つ
甚
だ
し
。
乃
ち
危
粧
し
て
誓
を
引
き
、
刃
り
て
之
を

厘
に
し
、
顧
み
て
女
弟
に
謂
い
て
日
く
、
吾

　

其
れ
死
せ
ん
。
高
く
も
欧
陽
生
の
使
い

至
ら
ば
、
是
れ
を
以
て
信
と
為
す

べ
し
と
。
又

　

之
に
詩
を
遺
り
て
日
く
、
・：
１
・。
筆

を
絶
ち
て
逝
く
。
傭
の
使
い
の
至
る
に
及
び
、
女
弟

　

言
の
如
く
に
す
。
径
ち
に
持
ち

　　　　　　　　　

つ
ぶ
さ

　　　　　　　　　　　　

つ

て
京
に
帰
り
、
具
に
其
の
事
を
白
ぐ
。
鰭

　

函
を
啓
き
て
之
を
閲
し
、
又

　

其
の
詩
を

　

こ
の
あ
と
に
孟
簡
の

「詠
欧
陽
行
周
事
井
序
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
見
た

の
で
省
略
す
る
。
さ
て
、
こ
の

「欧
陽
行
周
伝
」
に
お
い
て
注
意
し
て
お
き
た
い
点
が
い

く

つ
か
あ
る
。
第

一
に
、
冒
頭
に
引

い
た
の
で
省
略
し
た
が
、
太
原
の
妓
女
の
詩
が
こ
こ

に
初
め
て
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
妓
女
と
欧
陽
鰭
の
死
の
経
緯
に
つ
い
て
、

孟
簡
の
序
文
で
は
、
妓
女
に
つ
い
て

「死
に
先
だ
っ
の
夕
べ
」
に
、
雲
誓
を
切
っ
て
侍
児

に
託
し
た
、
と
の
み
あ

っ
た
の
が
、
黄
撲
の
伝
に
お
い
て
は

「吾

　

其
れ
死
せ
ん
。
・：
：
・

筆
を
絶
ち
て
逝
く
。」
と
あ
っ
て
、
死
の
ご
く
直
前
に
詩
を
書
い
た
か
の
よ
う
に
誇
張
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
陽
鰭
に
つ
い
て
も
、
孟
簡
の
序
文
で
は

「生

　

之
が
為
に
働

怨
し
、
旬
を
渉
て
生
も
亦
没
す
。」
と
あ
っ
て
、
遺
髪
を
見
た
欧
陽
鱈
が
、
そ
れ
か
ら
十

日
を
経
て
亡
く
な

っ
た
と
す
る
の
に
、
黄
瑛
の
伝
で
は
、
「其
の
詩
を
見
、

一
た
び
働
し

て
卒
す
。」
と
す
る
な
ど
、
臨
終
の
描
写
が
い
っ
そ
う
劇
的
に
な

っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
誰
が
太
原
の
妓
の
詩
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、

孟
簡
の
序
に
詩
が
見
え
な
か
っ
た
以
上
、
黄
撲
が

『関
川
名
士
伝
』
を
撰
す
る
に
際
し
て

資
料
と
し
た
文
献
の
作
者
か
、
あ
る
い
は
黄
撲
自
身
が
こ
れ
を
創
作
し
た
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。

　

唐
代
の
欧
陽
鱈
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
最
後
に
苑
櫨
の

『雲
渓
友
議
』
巻
上
、
南
海

非
の
条
を
見
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
『雲
渓
友
議
』
を
編
ん
だ
蒐
癒
に
つ
い
て
は
、
『新
唐

書
』
巻
五
十
九
、
芸
文
志
三
に
、
「蒲
嫡
雲
渓
友
議
三
巻

　

威
通
時
、
自
称
五
雲
渓
人
。」

（施
療
の
雲
渓
友
議
三
巻

　

威
通
の
時
、
自
ら
五
雲
渓
人
と
称
す
。）
と
あ
る
の
が
知
ら
れ

る
の
み
で
あ
っ
て
執
筆
時
期
は
明
確
で
な
く
、
黄
瑛
の
伝
が
撰
せ
ら
れ
る
以
前
の
著
作
で

　　　　　　　　　　　

９^
）

あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
『雲
渓
友
議
』
に
載
せ
ら
れ
る
話
柄
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
て
お

こ
－つ
。

　

成
都
に
い
た
、
大
和

（八
二
七
ー
八
三
五
）
初
め
の
進
士
で
あ
る
房
千
里
、
字
は
鵠

　

挙
は
、
か
つ
て
進
士
の
章
涛
な
る
者
が
南
海
か
ら
携
え
て
き
た
超
氏
を
妾
と
し
て
い
た



が
、
都
に
戻
る
際
に
超
氏
と
い
っ
た
ん
別
れ
、
「中
秋
」

に
会
う
こ
と
を
約
束
し
た
。

　　　

将
死
、
割
箸
付
女
奴
以
授
篇
。
億

一
見
大
働
、
亦
卒
。
集
中
載
初
発
太
原
寄
所
思
詩
、

　

４

　　

０

裏
州
ま
で
来
た
と
き
に
、
番
鴇

（広
東
省
広
州
市
）
に
赴
こ
う
と
し
て
い
た
許
運
と
出

遇

い
、
妾
に

「情
意
」
を
伝
え
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
許
運
が
到
着
し
て

人
を
遣
っ
て
訪
ね
る
と
超
氏
は
章
涛
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
報
ず
る
許
運
の

（１０
）

ほ
と
ん

詩
を
読
ん
だ
房
千
里
は
、
「幾
有
欧
陽
四
門
億
太
原
之
喪
。
」
（幾
ど
欧
陽
四
門
鱈
の

太
原
の
喪
の
ご
と
き
有
り
。
）
と
い
う
情
況
で
あ

っ
た
。

　

こ
の

一
文
に
は
原
注
が
あ
っ
て
、
「欧
陽
太
原
亡
姫
之
事
、
孟
簡
尚
書
己
有
序
詩
述
之

突
。」
（欧
陽
の
太
原
亡
姫
の
事
は
、
孟
簡
尚
書

　

己
に
序
詩
有
り
て
之
を
述
ぶ
。
）
と
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
威
通
時
期

（八
六
○
！
八
七
四
）
に
活
動
し
た

施
療
が

『雲
渓
友
議
』
を
編
ん
だ
時
に
は
、
す
で
に
欧
陽
傭
と
太
原
の
妓
女
と
の
逸
話
は

広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

五

後

　

藤

　

秋

　

正

　

さ
て
、
欧
陽
傭
の
事
跡
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
資
料
以
外
に
も
、
李
肇

『唐
国
史
補
』
、

王
定
保

『唐
振
言
』
、
王
議

『唐
語
林
』
な
ど
に
も
散
見
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
欧

陽
倦
の
進
士
登
第
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
取
り
上
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
太
原
の
妓
女
と
の
逸

話
が
も
っ
ぱ
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
宋

・
明
代
の
詩
話
類
に
至
っ
て
か

ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
尤
麦

（
：

二
七
ー

－

　

－
九
四
）
の

『全
唐
詩
話
』
巻
二
は
、
「途
中
寄
太
原

所
思
」
詩
と
太
原
の
妓
女
の

「詩
」
を
引
き
、
孟
簡
の
序
文
に
も
言
及
す
る
が
、
文
章
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　

黄
瑛
の

「欧
陽
行
周
伝
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
葛
立
方

（？
ー

一

　

一
六
四
）

の

『韻
語
陽
秋
』
巻
十
九
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

韓
退
之
作
欧
陽
篤
哀
詞
、
言
其
事
父
母
至
孝
。
又
日
、
読
其
書
、
知
其
於
慈
孝
最
隆
。

又
日
、
傭
舎
朝
夕
父
母
之
養
而
来
京
師
、
其
心
将
以
有
得
而
帰
、
為
父
母
栄
也
。
及
観

閲
川
名
士
伝
載
、
篇
溺
太
原
之
妓
、
未
及
迎
帰
、
而
有
京
師
之
行
。
既
想
期
而
妓
病
革
、

所
謂
高
城
己
不
見
、
況
復
城
中
人
者
、
乃
其
人
也
。
登
退
之
以
同
棲
之
故
、
而
固
護
其

短
、
節
詞
以
解
人
之
疑
与
。
鳴
呼
、
鋳
熊
義
何
蕃
之
不
従
乱
、
而
不
能
割
愛
於

一
婦
人
、

能
薦
韓
愈
之
賢
、
而
不
能
以
胎
親
憂
為
念
、
殆
有
所
蔽
而
然
也
。
如
楽
津
北
楼
絶
句
与

聞
唱
涼
州
詩
、
皆
賦
情
不
薄
、
有
以
知
其
享
年
之
不
長
也
。

　

韓
退
之

　

欧
陽
篇
哀
詞
を
作
り
、
其
の
父
母
に
事
え
て
至
孝
な
る
を
言
う
。
又
日
く
、

其
の
書
を
読
み
て
、
其
の
慈
孝
に
於
け
る
や
最
も
隆
ん
な
る
を
知
る
と
。
又
日
く
、
危

　　　　　　　　

す

朝
夕
の
父
母
の
養
を
舎
て
て
京
師
に
来
る
、
其
の
心

　

将
に
以
て
得
て
帰
り
、
父
母
の

栄
と
為
さ
ん
と
す
る
有
る
な
り
と
。
関
川
名
士
伝
の
載
す
る
を
観
る
に
及
ん
で
は
、
危

太
原
の
妓
に
溺
れ
、
未
だ
迎
帰
す
る
に
及
ば
ず
し
て
、
京
師
の
行
有
り
。
既
に
期
を
想

あ
ら
た

ち
て
妓
の
病
革
ま
る
、
将
に
死
せ
ん
と
し
て
、
誓
を
割
き
女
奴
に
付
し
て
以
て
鰭
に
授

く
、
鰭

　

一
た
び
見
て
大
い
に
働
し
、
亦

　

卒
す
。
集
中
に
初
め
て
太
原
を
発
し
て
思

う
所
に
寄
す
る
詩
を
載
す
、
所
謂

　

高
城

　

巳
に
見
え
ず
、
況
や
復
た
城
中
の
人
を
や
、

と
は
、
乃
ち
其
の
人
な
り
。
登
に
退
之

　

同
棲
の
故
を
以
て
、
固
よ
り
其
の
短
を
護
り
、

詞
を
飾
り
て
以
て
人
の
疑
い
を
解
か
ん
や
。
鳴
呼
、
鰭

能
く
何
審
の
乱
に
従
わ
ざ
る

　　　　　　　　　　　　　　　　

い
つ
く‐

を
義
と
し
、
而
し
て
愛
し
み
を

一
婦
人
に
割
く
能
わ
ざ
ら
ん
や
、
能
く
韓
愈
の
賢
を
薦

　　　　　　　　　　　　　　　　

の
こ

め
、
而
し
て
親
に
憂
い
を
胎
す
を
以
て
念
と
為
す
能
わ
ざ
ら
ん
や
、
殆
ど
蔽
わ
る
る
所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　

有
り
て
然
る
な
り
。
楽
津
北
楼
絶
句
と
涼
州
を
唱
う
を
聞
く
詩
の
如
き
は
、
皆
な
情
を

賦
し
て
薄
か
ら
ず
、
以
て
其
の
享
年
の
長
か
ら
ざ
る
有
る
を
知
る
な
り
。

葛
立
方
は
、
正
義
感
と
孝
行
で
聞
こ
え
た
欧
陽
鰭
の
判
断
力
の
欠
如
を
嘆
き
、
い
っ
ぽ

う
で
は
そ
の
ひ
た
む
き
さ
を
惜
し
ん
で
い
る
が
、
彼
も
ま
た
欧
陽
篇
の
死
は
太
原
の
妓
女

に
起
因
す
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
欧
陽
鱈
と
太
原
の
妓
の
逸
話
は
記

録
さ
れ
続
け
て
ゆ
く
。
逸
話
が
伝
播
し
て
ゆ
く
う
え
で
、
計
有
功

『唐
詩
紀
事
』
の
果
た

し
た
役
割
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。



注

太原の妓女の詩と欧陽鰭

文
人
が
妓
女
と
親
交
を
結
び
、
そ
れ
が
不
幸
な
結
末
に
終
わ
る
こ
と
は
、
唐
代
に
お
い

て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
こ
れ
を
欧
陽
篤
と
太
原
の
妓
女
に
当
て
は

め
て
考
え
み
る
な
ら
ば
、
欧
陽
傭
が
ま
だ
任
官
し
て
い
な
い
時
期
に
太
原
に
行
き
、
そ
こ

で
妓
女
と
出
会

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
が
四
十
代
で
亡
く
な

っ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
妓
女
の
い
わ
ゆ
る

「絶
命
詩
」
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、

彼
女
の
真
作
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
欧
陽
鱈
が
妓
女
の
遺
髪
を
見
て
、
悲
し
み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　

の
余
り
時
を
お
か
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
す
る
こ
と
に
も
根
拠
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
逸
話

が
発
生
す
る
発
端
は
欧
陽
鱈
の

「初
発
太
原
途
中
寄
太
原
所
思
」
に
あ
り
、
こ
れ
が
孟
簡

の
手
に
よ
っ
て

一
篇
の
物
語
に
仕
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
、
黄
撲
か
ま
た
は
黄
瑛
に
先
立
つ

何
者
か
の
手
に
よ
っ
て
太
原
の
妓
の
詩
が
創
作
さ
れ
て
付
加
さ
れ
た
と
い
う
の
が
真
相
で

あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
手
が
か
り
と
な

っ
た
詩
が
あ

っ
た
こ
と
を
、
明
の
楊
慎

（
一
四
八
八

ー

一
五
五
九
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
『升
篭
詩
話
』
巻
五
、
「唐
詩
不
厭
同
」
の
条
に
は
、

「唐
人
詩
句
、
不
厭
雷
同
、
絶
句
尤
多
。」
（唐
人
の
詩
句
、
雷
同
を
厭
わ
ざ
る
は
、
絶
句

尤
も
多
し
。）
と
述
べ
た
あ
と
で
、
次
の
よ
う
な
雀
鴬
鴬
の
詩

（元
模

「鴬
鴬
伝
」
所
引
。

『全
唐
詩
』
巻
八
〇
〇
に
は

「寄
詩
」
と
し
て
見
え
る
）
を
引
い
て
い
る
。

目
従
消
痩
減
容
光

　

消
痩

　

容
光
を
減
じ
て
目
従
り

万
転
千
週
備
下
駄

　

万
転

　

千
週

　

林
よ
り
下
る
に
擁
し

不
為
傍
人
差
不
起

　

傍
人
の
為
に
差
じ
て
起
た
ぎ
る
に
あ
ら
ず

因
郎
慌
悼
却
義
郎

　

郎
に
因
り
て
憶
惇
し
却

っ
て
郎
に
差
ず

　

こ
の
詩
は
妓
女
の
恋
心
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
詩
と
孟
簡
の

「詠

欧
陽
行
周
事
」
詩
と
が
結
び
つ
い
て
、
太
原
の
妓
女
の
詩
が
創
作
さ
れ
る
基
礎
と
な
っ
た

も

の
で
あ

ろ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　

〔
二
０

○

○

・
一
・

一
二
稿
〕

１

　

欧
陽
鱈
の
生
没
年
に
つ
い
て
、
仮
に
こ
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
本
論
中
で
も
触
れ
る

よ
う
に
、
彼
と
同
年
の
進
士
で
あ
る
韓
愈

（七
六
八
ー
八
二
四
）
の

「欧
陽
生
哀
辞
」

に
は
、
貞
元

一
五
年

（七
九
九
）
の
冬
に
欧
陽
鱈
が
韓
愈
を
国
子
博
士
に
推
挽
し
た
こ

と
に
は
言
及
す
る
も
の
の
、
同

一
七
年
冬
に
韓
愈
が
四
門
博
士
と
な
っ
た
こ
と
に
は
触

れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
欧
陽
鱈
が
没
し
た
の
は
、
貞
元

：
ハ
年
か
ら
同

一
七
年
冬
ま
で

　

の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
が

「年
四
十
像
」
で
卒
し
た
こ
と
は

『新
唐
書
』
巻

二
〇
三
の
本
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
生
年
に
つ
い
て
は
訂
正
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
植
木
久
行

「唐
代
作
家
疑
年
録
◎
ー
欧
陽
鱈

・
郭
元
振

・
陸
羽

ー
」
（弘
前
大
学
人
文
学
部

「文
経
論
叢
」
三

一
ー
三
、
人
文
科
学
篇

一
六
、
一
九
九

六
）
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ち

い
ち
明

示
し
な
か
っ
た
が
、
植
木
論
文
は
多
く
の
資
料
を
博
捜
し
て
い
て
参
考
に
な
る
点
が
多

　

く
、
多
大
の
学
恩
を
蒙

っ
た
。

２

　

『唐
詩
紀
事
』
巻
三
五
、
欧
陽
篤
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　　

途
中
寄
太
原
所
思
詩
云
、
・１
：
・。
或
日
、
鱈
遊
太
原
、
悦

一
妓
。
将
別
、
約
至
都

　

相
迎
、
故
有
早
晩
期
相
親
之
句
。
妓
思
之
不
己
、
得
疾
且
甚
。
乃
刃
誓
蔵
之
、
謂
女

　

弟
日
、
欧
陽
生
至
、
可
以
為
信
。
又
作
詩
日
、
・ー

・。
絶
筆
而
逝
。
及
鱈
至
、
如
其

　　

言
示
之
。
鱈
啓
函
、

一
働
而
卒
。

　　　

「途
中
太
原
の
所
思
に
寄
す
る
詩
」
に
云
う
、
・：
：
・。
或
ひ
と
日
く
、
危
太
原

　

に
遊
び
、

一
妓
を
悦
ぶ
。
将
に
別
れ
ん
と
し
て
、
都
に
至
り
て
相

い
迎
え
ん
こ
と
を

　

約
す
、
故
に

「早
晩
相
い
親
し
ま
ん
こ
と
を
期
す
」
の
句
有
り
。
妓

　

之
を
思
い
て

　

己
ま
ず
、
疾
を
得
て
且
つ
甚
だ
し
。
乃
ち
誓
を
刃
り
て
之
を
蔵
し
、
女
弟
に
謂
い
て

　

日
く
、
欧
陽
生
の
至
ら
ば
、
以
て
信
と
為
す
べ
し
と
。
又
詩
を
作
り
て
日
く
、
ー

も

　

筆
を
絶
ち
て
逝
く
。
鱈
の
至
る
に
及
び
、
其
の
言
の
如
く
之
を
示
す
。
億

　

函
を

　

啓
き
、

一
た
び
働
し
て
卒
す
。

３

　

後
に
引
く
資
料
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
太
原
の
妓
女
は
、
い
わ
ゆ
る
官
妓
、
ま

　

た
は
営
妓
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
石
田
幹
之
助

「長
安
の
歌
妓

（上
）」



後

　

藤

　

秋

　

正

　

（『増
訂

　

長
安
の
春
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
九

一
、

一
九
六
七
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ

　

て

い
る
。

　　

次
に
官
妓
と
も
申
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
州
郡
や
藩
鎮
の
街
内
に
置
か
れ
、

　

刺
史
や
節
度
使
の
如
き
地
方
長
官
の
公
私
の
宴
会
な
ど
に
侍
す
る
の
を
職
と
し
た
も

　

の
で
あ
り
ま
し
て
、
営
妓
と
云
ふ
の
も
こ
の
類
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
軍
営

　

に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
を
得
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
之
に
主
た

　

る
文
武
の
地
方
長
官
が
勝
手
に
処
理
す
る
こ
と
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
長
官
が

　

任
期
満
ち
て
郷
に
帰
る
時
、
ま
た
甲
地
を
去

っ
て
乙
地
に
転
ず
る
時
な
ど
、
随
意
に

　

そ
の
う
ち
の
尤
物
を
選
ん
で
行
を
共
に
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
し
、
隣
郡
か
ら
請

　

求
が
あ
れ
ば
之
を
貸
し
与
へ
る
こ
と
は
勿
論
、
縁
あ
っ
て
之
を
欲
す
る
も
の
が
あ
れ

　

ば
長
官
の
考
へ
次
第
で
自
由
に
籍
を
解
い
て
之
に
贈
る
こ
と
な
ど
は
習
見
の
こ
と
で

　

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
官
妓
が
身
を
退
い
て
民
庶
に
嫁
せ
ん
と
す
る
時
に
は
、
地
方
長

　

官
の
承
諾
許
可
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
斎
藤
茂

『妓
女
と
中
国
文
人
』
（東
方
選
書
三
五
、
二
〇
〇
０
）
、
第

一
章

　

「妓
女
の
起
こ
り
」
中
の

「営
妓
」
の
項
は
、
「営
妓
と
土
大
夫
の
ロ
マ
ン
ス
の

一
例
」

と
し
て
、
『関
川
名
士
伝
』
か
ら
欧
陽
鰭
と
太
原
の
妓
女
の
逸
話
を
引
い
て
い
る
。

本
書
か
ら
も
多
大
の
学
恩
を
蒙
っ
た
。

４

　

横
山
伊
勢
雄

「苦
吟
派
の
詩
ー
孟
郊
試
論
ー
」
（大
塚
漢
文
学
会

「漢
文
学
会
会
報
」

四

一
、

一
九
八
三
）
に
は
、
孟
簡
に
言
及
す
る
部
分
が
あ
る
。
孟
簡
は
孟
郊
の
従
叔
に

あ
た
る
。

５

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
諸
田
龍
美

「
『欧
陽
鱈
』
事
件
か
ら
見
た

『鴬
鴬
伝
』
の
新
解

釈
ー
中
唐
の

『尤
物
論
』
を
巡
っ
て
ー
」
（「日
本
中
国
学
会
報
」
四
九
集
、

一
九
九

七
）
は
、
「孟
簡
は
欧
陽
篤
に
先
立
つ
こ
と

一
年
、
貞
元
七
年
に
科
挙
に
及
第
し
、
同

年
の
進
士
に
は
閥
出
身
の
林
藻
が
い
た
。
欧
陽
鱈
と
は
同
郷
の
知
己
で
あ
っ
た
こ
の
林

藻
を
介
し
て
、
孟
簡
は
欧
陽
鰭
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
欧
陽
箇
の
死
去

は
孟
簡
に
と
っ
て
、
十
年
来
の
友
人
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
従

っ
て
、
彼
は
衷

心
か
ら
、
こ
れ
を
悼
ん
だ
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
文
か
ら
も
多
大

の

学
恩
を
蒙
っ
た
。

６

　

『楽
府
詩
集
』
に
引
く
説
話
は
、
『太
平
広
記
』
巻

一
六

一
、
感
応

一
、
南
徐
士
人

　

の
条
に
、
撰
者
未
詳
の

『系
蒙
』
を
出
典
と
し
て
引
か
れ
る

一
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

次
に
歌
詞
を
掲
げ
て
お
く
。

華
山
畿

　　　

華
山
の
畿

　　　　　　　　　　　　　　　　

わ
れ

君
既
為
儀
死

　

君

既
に
儀
の
為
に
死
す

独
活
為
誰
施

　

独
り
活
く
る
も
誰
が
為
に
か
施
さ
ん

　　　　　　　　　　

な
ん
じ

歓
若
見
憐
時

　

歓

若
し
憐
れ
ま
る
る
時
あ
ら
ば

　

棺
木
為
俊
開

　

棺
木

　

償
の
為
に
開
け

　

ま
た
、
増
田
清
秀

『楽
府
の
歴
史
的
研
究
』
（創
文
社
、

一
九
七
五
）
第
六
章

　

一

三
〇
頁
、
「呉
歌
に
ま
つ
わ
る
説
話
」
は
、
「呉
歌
の
う
ち
、
最
古
の

『子
夜
歌
』
を

始
め
、
東
晋
及
び
宋
初
に
発
生
し
た
歌
曲
に
、
説
話
が
ま
と
い
つ
い
て
い
る
。
ー

：
し

　

か
ら
ば
、
説
話
が
ど
う
し
て
歌
曲
に
ま
と
い
つ
い
た
か
。
換
言
す
れ
ば
、
歌
曲
が
発
生

ま
た
は
流
行
し
た
要
因
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
を
探
り
出
す
と
、
次
の
五
つ
を
数
え
る

　

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、
歌
辞
が
本
で
説
話
の
生
ま
れ
た
も
の
。
二
つ

　

は
、
有
名
人
の
女
性
関
係
。
三
つ
は
、
逆
臣
の
行
動
。
四
つ
は
、
王
室
の
噂
。
五
つ
は
、

民
間
の
あ
る
情
死
事
件
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
「華
山
畿
」
を
第
五
の
項
に
分
類
し
て

　

い
る
。

７

　

前
掲
諸
田
論
文
は
、
『太
平
広
記
』
に
引
か
れ
る
こ
の
故
事
に
つ
い
て
、
「
『欧
陽

　

（暦
』
故
事
は
、
二
つ
の
部
分
に
大
別
で
き
る
。

一
つ
は
晩
唐
の
黄
瑛
が
記
し
た
部
分
で

あ
り
、
今

一
つ
は
、
中
唐
の
孟
簡
に
よ
る
部
分
で
あ
る
。
：
ー
黄
瑛
所
記
部
は
誤
聞
や

脚
色
を
含
み
、
信
悪
性
に
疑
問
が
残
る
。」
と
指
摘
す
る
。

８

　

詩
の
読
み
に
つ
い
て
は
前
掲

『妓
女
と
中
国
文
人
』
を
参
照
し
た
。
な
お
同
書
は
大

意
も
付
し
て
い
る
。

９

　

た
だ
し
、
こ
の

『新
唐
書
』
芸
文
志
の
記
述
に
つ
い
て
、
『四
庫
全
書
総
目
提
要
』

巻

一
四
０
、
小
説
家
類

一
の

　

尋
貫渓
友
議
』
の
条
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　　

始
末
未
詳
。
唐
書
芸
文
志
註
称
為
威
通
時
人
。
而
書
中
李
渉
贈
盗
詩

一
条
、
称

４２
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乾
符
己
丑
歳
客
於
書
川
、
親
見
李
博
士
手
蹟
。
考
乾
符
元
年
為
甲
午
、
六
年
為
己
亥
、

　

次
年
庚
子
改
元
広
明
、
中
間
無
己
丑
。
己
丑
実
為
威
通
十
年
。
疑
書
中
或
誤
威
通
為

　

乾
符
、
否
則
誤
己
亥
為
己
丑
。
然
総
之
僧
宗
時
人
突
。

　　

始
末

　

未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
唐
書
芸
文
志
の
註
に
称
し
て
威
通
の
時
の
人
と
為

　

す
。
而
る
に
書
中
の
李
渉
贈
盗
詩
の

一
条
に
、
乾
符
己
丑
の
歳

　

誓
川
に
客
た
り
、

　

親
し
く
李
博
士
の
手
蹟
を
見
る
、
と
称
す
。
考
う
る
に
乾
符
元
年
は
甲
午
為
り
、
六

　

年
は
己
亥
為
り
、
次
年
の
庚
子

　

広
明
と
改
元
し
、
中
間
に
己
丑
無
し
。
己
丑
は
実

　

は
威
通
十
年
為
り
。
疑
う
ら
く
は
書
中
或
い
は
威
通
を
誤
り
て
乾
符
と
為
す
か
、
否

　

ら
ざ
れ
ば
則
ち
己
亥
を
誤
り
て
己
丑
と
為
す
の
み
。
然
ら
ば
之
を
総
ず
る
に
倍
宗
の

　

時
の
人
な
ら
ん
。

　

傭
宗
は
威
通

一
四
年

（八
七
三
）
に
即
位
し
、
文
徳
元
年

（八
八
八
）
に
没
し
て
い

　

る
。

１０

　

『雲
渓
友
議
』
は

「運
寄
房
秀
才
詩
日
、
・１
：
」

と
言
う
が
、
『全
唐
詩
』
巻
八
〇

　

〇
に
は

「超
氏
」
の

「寄
情
」
詩
と
し
て
載
せ
、
題
下
注
に

「
一
作
許
揮
代
作
」
と
言

う
。
ま
た
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
李
立
朴

『許
揮
研
究
』
（貴
州
人
民
出
版
社
、

一
九

九
四
）
に
考
証
が
あ
る
。

１１

　

た
だ
し
、
「途
中
寄
太
原
所
思
」
詩
の
第
七
句
を

「万
里
東
北
晋
」
に
作
り
、
妓
女

　

の
詩
の
結
句
を
、
「為
奴
開
取
鍍
金
箱
」
に
作
る
。

１２

　

そ
れ
ぞ
れ
、
七
絶

「楽
津
店
北
波
」
（『欧
陽
行
周
文
集
』
巻
二
）
と
、
五
律

「聞

郷
舎
唱
涼
州
有
所
思
」
（同
）
を
指
す
。
と
も
に
別
れ
た
女
性
を
想
う
内
容
と
な
っ
て

　

い
る
。

１３

　

欧
陽
傭
の
死
に
つ
い
て
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
ほ
か
に
も
、
陳
振
孫

『直
斎

　

書
録
解
題
』
巻

一
六
を
は
じ
め
、
『四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻

一
五
０
、
余
嘉
錫

『四

　

庫
提
要
弁
護
』
巻
二
○
、
胡
玉
糟
撰

・
王
欣
夫

『四
庫
全
書
総
目
提
要
補
正
』
巻
四
四

　

な
ど
に
多
く
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
太
原
の
妓
女
の
詩
に
は

論
及
し
な
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嫌


